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中国の 少数民族にお ける不平等 と親の 教育期待 に関する考察

一
エ ス ニ ッ ク ・ア イデ ン テ ィ テ ィ の 伝承 に着 目 して一

金塚　基（早稲 田大学大学院）

　は じめ に

　 中国の マ イ ノ リテ ィ で ある少数民族 と い わ

れ る集団をみ る と、建国 以来 「民族平等 ・団結

／共同発展 ・繁栄」 が喧伝 され 、また民族 自治

区 ・自治州などにおい て
一定の 自治権な らび に

彼らに 対 す る法的 ・経済的保護政策がな され て

きたとい える 。 だが一方で 、中国の マ イ ノ リテ

ィ として の 少数民族集団 に対する保護規定は、
自由権や個人の権利 とい う観念に立脚 したもの

ではなく 、 個人単位 で の マ イ ノ リテ ィ保護 の 側

面に弱 い とい う指摘もあ る。また さらに 、近年

の 社会経済的動向をみてみ る と、都市部 と農村
部との経済格差が拡大 し、自治区 ・州な どの 自

治地方で 生活 して きた少数民族集団 と、都市部
の産業化社会に適応 して きた少数民族集団 との

間に、経済的格差や教育な ど 文化的資本の 格差

が拡大 し、階層問格差が 明確化 しつ つ あるとい

える 。 近年、現 代中国の 民族保護政策か らと り

こぼされ る集団が 増加 する
一

方 、 都市部少数民
族の集団形成 の 要因に際 して は、その 産業化社

会における利益追求集団 と して の側面を無視で

きなくなっ て い ると考え られない だろ うか。

　そ こ で本発表では 、 現代 中国の 諸少数民族に

おける民族集団問の社会経済的格差を考察し、
特に朝鮮族の 民族的アイデン テ ィ テ ィ の伝承に

対する親の 意識ならびに教育期待に関する調査

を事例 と しなが ら、都 市部少 数民族集団 の 形

成 ・凝集性の あ り方 に ア プ ロ
ー

チ した い。そ し

て、今後の 中国の社会変動を背景 と した諸少数
民族集団間にお ける不 平等構造の 方向性 を予見
した い

。

1．少 数民族集団問の 社会経済的格差

　90 年代以降 の 少 数民族政策に関する新たな

動向とし て、近年の財政負担の地方化による民

族自治地方の 貧困 、また、唐突な 「少数民族教
育特別補助金」 の 減額化など中央政府か らの 予

算の削減傾向が あ る。また 、 改革後 の 経済活動
にお け る外国資本の 導入 が活発化するなかで 、
内陸部を中心 とす る少数民族 自治地方 と沿海側
の 主要都市 との 経済間格差 が如実にあ らわれて

　きて い る 1
。 沿海側の 主要な大都市における外国

資本投下量や一
人 あた りの GDP 額に対 し、少

数民族 自治区にお けるそれ らは 著 しく低 い。こ

　うした背景 の なか で、諸少数民族の 民族自治地
方 の 観光地域化や民族文化芸能の 商品化が急速
に進み、民族 の 自治 ・文化 ・生活慣習が大きく

変容 し、 ま た、既に都市部流動人 口 の約 9％で

あ る 1100万 人あま りの 少数民族 流動人 口 が、
自治地方を離れ て大都市などに流入 し た とい う。

　 人 口 100 万 人以 上規模を有す る民族集団区分

に 対 し、それぞれ高等教育修了者 割合順、都市
人 口割合順 、 管理職人 口割合順と 3 パ タ

ー
ン の

統計表を準備する と、高等教育修了 に関 して は

諸集団問に約 12 倍以上 もの 格差が あ り、都市

居住割合に つ い て も約 6．5 倍、管理職人 口 に つ

い て は 7 倍以上 の 開 きが ある。特 に 、都 市部居
住人 口割合の多い 都市部少数民族集団に関 して

い えぱ、それ ら集団の 高学歴な らびに管理職人

口割合 も高い こ とがわ か るが、彼 らに対 して も

民族優遇政策が同様に施行 されて い る 。
「都市部

民族工 作条例」 （1993 年）をは じめ、
一

定数 の

民族幹部人 口 の確保、民族風俗習慣の保護 、 家
庭にお ける子 どもの 出生数、大学入試科 目 ・得
点調整な どの 優遇措置がある。また 、 都市部

（市 ・鎮）少数民族人 口 と農村部（県）少 数民族人 口

状態を比較す ると、過 去 10年で の 増加人 口全体
の うち 70％以上が都市人 口 の 増加 によ る もの

で ある。例えば 、 沈陽市の 満州族の 過去 20年に

お ける人 口 状態は、21 万 8 千 6 百人（1982 年〉か

ら28万 2千 5百人（1990ny）、
38万 3千 3百人（2000

年）と年々 増加 して お り、こ うした優遇政策によ

る影響 も指摘され て い る。

2 ．遼寧省沈陽市に お け る朝鮮族 の 親に対する

　教育調査を事例 として

　社会経 済意的地位 の 最も高い 少数民族集団
の ひ とつ である都市部朝鮮族の 民族教育に 関す

る先行調査 として 、象徴化され た 民族文化の 表

出に つ い て は、都市朝鮮族集団 の 方が 自治地方

朝鮮族集団 よりも多くみ られ る とい う興 味深 い

傾向が あらわれ て い る （出羽孝行 ：2001 年）2
。

一 142一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

発表者に よる、沈陽市内朝鮮族集住地 区 で の 朝

鮮族の親を対象に した民族教育期待に関す る予

備調査で も、相対的に 産業化社会 へ の適応度が

高い朝鮮族の 親に お い て 、民族伝統文化 の伝承

ならび に民族 へ の 団結心や誇 りの 伝達に対す る

期待感が高い とい う傾向があ らわれ た 。
っ ま り、

民族独 自の 生活文化に関する表出が都市産業化

社会の 中で減退する
一

方 、シ ン ボライ ズ 化 され

た文化的表出が根強く残 っ て お り、さらに い え

ばそれが都市少数民族集団の凝集性 にお ける何

らか の 結束要因 となっ て い る こ とが推察される。

　 こ こ で 、
こ の ケ

ー
ス 結果 で の 重要な社会的要

因 として、当朝鮮族集住地 区にお ける韓国企業

の 投資活動を は じめ、朝鮮族 の 韓国 へ の 出稼ぎ

などを無視す るこ とはで きない
。 例えば、市内

朝鮮族集住地 区内 の法人の うち 9割以上を韓国

系の 団体が占めて お り、また市全体では、韓国

との 貿易額が過 去 10 年でゼ ロ か ら 7．7 億米 ド

ル にま で伸びて い る 。 さらに、集住区内には約

1800 戸 の 朝鮮族が居住して い るが、毎年 100

人か ら 200人ほ どが韓国まで 出稼 ぎの ため の 出

国手続 きをと っ て い る とい う。こ うした経済的

な利害関係の な か で 、世代間に わた る民族文化

の継承が媒介 されて い る可能性は高い。

　質問項 目群 の 修正 およびサ ン プ ル 数 の 拡大

を企てた同様 の 朝鮮族の 親に対す る教育調査 で

は、新た に家庭内におけ る民族言語の使用状況

を加 えた と こ ろ、矛盾 した結果があらわれた。

ク ロ ス 表 によれば親の 学歴水準段階が高くなる

に したが っ て、自民族伝統文化 の 伝承 に対す る

期待 も高くな る傾 向 が み られ るが 、同時に家庭

内で の 日常会話に民族言語 （朝鮮語）の使用度

が低下 し、漢朝語 両用状況が増加する傾向がみ

られ る 。 しか し、職業的地位を 2分割 し た場合

で は、臨時就業や 自営業層で も漢朝語両用家庭

の割合 が高 く、事務 ・専門 ・管理職 な どの 組織

労働者層 と変わ らな い
。 臨時 ・自営業層にお け

る朝鮮語の使用度は 専門職や管理職層の場合よ

りも高い が、漢語使用度は より低い とい う割合

にな っ て い る 。 こ の 傾向は 、 臨時 ・自営業 とさ

れたサン プ ル 内 に相当数の韓国出稼ぎ層が含ま

れ て い る こ とか ら生 じ た と考え られ る。

　以上 の 回答パ タ
ー

ン か ら察せ られる こ とは、

産業化 した漢族社会にお けるよ り高度な生活適

応 （上昇移動）に は 、や は り実質的に漢民族社

会 へ の文化的同化が必要条件に なっ て い る こ と

で ある。 しか し
一

方で は、グ ロ ーバ ル 状況下に

おけ る韓国との経済的な交流機会を要因 と して 、

自民族集団の凝集性が強められてお り、それ と

平行 して 子 どもへ の 民族的なア イデ ン テ ィ テ ィ

の伝承期待も高め られ て い ると考え られ る。

お わ りに

　 改革開放経済社会の もとで 、都市部産業化社

会に適応 し て い る階層的地位の 高い朝鮮族集団

に 属す る親に お い て 、子 どもに対す る民族的ア

イデ ン テ ィ テ ィ の伝承期待が決 して低 くない こ

とを考察 した 。

一
見 、言語

・
文化 をは じめ、都

市部漢族社会に同化 した結果に よる と思われ る

都市散居少数民族の 上昇移動 は 、 完全 な社会文

化的同化によるもの で はな く、
一

方 で は エ ス ニ

シ テ ィ を再構成 ・伝承する要因をあわせ もっ て

い る可能性が高い 。

　民族 の 集団形成に関して、エ ス ニ シ テ ィ の 社

会理論で は 、 主 に シ カ ゴ 学派に よる同化主義ア

プロ
ー

チ か ら、自然主義 ・本質論 に基 づ い た ア

プ ロ ーチ 、そ して 社会構築主義的な ア プ ロ ーチ

とい う立場 ・見解が論 じ られて きた とい える3。

今回事例 とした沈陽市朝鮮族の 、自民族集団に

対する原初的な愛着等に関 し て は未調査である

が、社会構築的なア プロ
ー

チ に基づ い た考察は、

今後よ り多くの 集団凝集性ならび に民族的ア イ

デ ン テ ィ テ ィ伝承の 期待感を説明する可能性が

あると考え られる．

　そ の
一

方で 、地方の 民族 自治区等に居住して

きた集団 は危機的な下降移動 と流動化が進ん で

い る。都市で エ ス ニ ッ ク ・ア イデ ン テ ィ テ ィ を

伝承 し よ うとする優位な少数民族集団は 、中国

政府による少数民族優遇政策の なか で 、い わゆ

る逆差別 とよばれ るべ き状態を発生 させ て い る

の に対 し、農村に 居住、或い は都市を流動する

少数民族集団に は、そ うした少数民族保護政策

か ら とりこ ぼ され る傾向が さらに 進ん で い くの

で はない だろうか。
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